たのだろう。 

例 を 近くに とって みれば、 一人の 男、 一人の 女が そ 

ん なに 入り組んだ 諸 要素 を もって 生れて 来て いて、 そ 

れで どうして、 その 要素の 各方 面に ひっぱられて しま 

わないで、 半 歩な リー 歩な り 前進して 来て いるの だろ 

ク ゝ o 

う 力 

結婚 生活 または 家庭生活 という もの を、 私たち はま 

だま だ どこ やら 穴居人の 洞め いた ものに 感じる 蒙昧 さ 

がの こつ ている と 思う。 そこの 内部 は 何 か 人目から か 

くされた 場所で、 そこに ある 丁度い い 暖かさ、 体に あつ 

た 窪み を、 ほかの ものに は 相当 堪え難い 悪臭と ともに、 
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